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二
九  

 

 

△
案
件 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

△
会
場 

川
越
地
区
消
防
局 

三
階
講
堂 

 

△
出
席
委
員 

 
 
 

委 

員 

長 
 

柿 

田 
有 

一 

議
員 

 

副
委
員
長 

 

菊 

地 

敏 

昭 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

飯 

野 
徹 
也 

議
員 

 

委 
 

員 
 

小 

峯 

松 

治 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

吉 

野 

郁 
惠 
議
員 

 

委 
 

員 
 

桐 

野 
 
 

忠 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

明
ヶ
戸 

亮 

太 
議
員 

 

委 
 

員 
 

関 

口 
 
 

勇 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小
野
澤 

康 

弘 

議
員 

 

委 
 

員 
 

小
ノ
澤 

哲 

也 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

片 

野 

広 

隆 

議
員 

 

△
組
合
議
会
議
長 

 
 
 

議 
 

長 
 

小 

林 
 
 

薫 

議
員 

 

△
組
合
議
会
副
議
長 

 
 
 

副 

議 

長 
 

髙 

橋 
 
 

剛 

議
員 

 

△
説
明
の
た
め
の
出
席
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

高 

野 

春 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

岸 

田 
 
 

隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課
長 

 

谷 

島 

忠 

雄 

 

△
委
員
会
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

田 

宮 
 
 

修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

書 

記 
 

佐 

藤 

喜 

幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

武 

笠 
 
 

浩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

岩 

渕 
 
 

巧 

 

○
開 

 

会 
 

午
後
二
時
三
十
四
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
傍
聴
希
望
者
一
人
の
傍
聴
を
許
可
し
た
） 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
傍
聴
人
一
人
出
席
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

審
査
に
入
り
ま
す
前
に
、
前
回
の
会
議
の
内
容
を
確
認
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

八
月
二
十
四
日
の
会
議
で
は
、
審
査
に
入
る
前
に
議
員
改
選
前
の
特
別
委
員
会
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
消
防
庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
検
討
経
緯
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
を

受
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
調
査
を
進
め
る
か
を
協
議
し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
前
回
の
会
議
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
本
日
の
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
が
、
お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す

特
別
委
員
会
次
第
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
八
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
会
議
を
進
め
る
か

を
協
議
願
い
、
特
別
委
員
会
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
本
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 



三
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こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て

を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
、
説
明
を
願
い
ま
す
。
総
務
課
長
。 

総
務
課
長 

そ
れ
で
は
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況

を
お
手
元
の
資
料
に
よ
り
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
九
年
九
月
ま
で
の
川
越
地
区
消

防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
に
係
る
川
越
地
区
消
防
組
合
と
川
越
市
及
び
川
島
町
と
の

三
者
に
て
構
成
す
る
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
の
協
議

の
経
過
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

表
紙
に
ご
ざ
い
ま
す
資
料
一
覧
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
は
、

資
料
一
の
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
位
置
づ
け
か
ら
資

料
六
の
建
設
エ
リ
ア
の
検
討
ま
で
の
六
つ
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
一
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
位
置
づ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
川
越
地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
の
庁
舎
建
設
に
係
る
検
討
の
体
制
と

川
越
市
、
川
島
町
と
の
検
討
体
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
す
る
事
項
と
意
見

の
調
整
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
消
防
組
合
で
の
検
討
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
局
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

を
設
置
い
た
し
ま
し
て
、
消
防
庁
舎
の
敷
地
の
選
定
及
び
規
模
に
関
す
る
事
項
の
ほ

か
、
四
つ
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
検
討
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
掌
す

る
⑴
か
ら
⑸
ま
で
の
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
基
本
構
想
と
、
そ
の
要
件
を
満
た
す
建

設
候
補
地
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
川
越
市
及
び
川
島
町
の
検
討
の
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
川
越
市
防
災

危
機
管
理
室
を
事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
新
消
防
庁
舎
の
建
設
場
所
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
三
つ

の
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
検
討
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
消
防

庁
舎
の
建
設
場
所
等
に
関
す
る
事
項
及
び
新
消
防
庁
舎
の
規
模
、
機
能
及
び
併
設
施

設
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
協
議
の
位
置
づ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
消
防
組
合
の
消
防
局
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
で
検
討
し
た
検
討
事
項
は
、
川
越
市
と
川
島
町
か
ら
な
る
川
越
地
区
消
防

組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
へ
提
示
し
ま
す
。
本
委
員
会
で
は
、
提
示
を
受

け
た
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
組
合
の
委
員
会
へ
意
見
を
返
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
本
委
員
会
で
最
終
的
に
承
認
を
受
け
た
際
に
は
、
川
越
市
及
び
川
島
町
に

お
い
て
、
庁
内
合
意
を
経
て
消
防
組
合
へ
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
消
防
組
合
で
は
、
受
け
取
っ
た
報
告
に
つ
い
て
組
合
管
理
者
に
よ
る
意
思

決
定
を
図
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
資
料
一
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
位
置
づ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
、
消
防
局
新
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
新
庁
舎
建
設
に
当
た
り
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て



三
一  

 

 

計
画
表
に
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
庁
舎
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
最
短
期
間
で
事
業
が
推
進
で
き
た
場
合
、
本

表
の
と
お
り
、
平
成
三
十
六
年
四
月
か
ら
六
月
で
の
供
用
開
始
が
で
き
る
も
の
と
想

定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
ご
ざ
い
ま
す
内
容
と
期
間
は
、
現
在
想
定
し
得
る
事

項
に
つ
い
て
計
画
表
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
基
本
構
想

と
建
設
用
地
に
つ
い
て
年
度
末
ま
で
に
決
定
す
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
三
十
年
度
は
、
基
本
計

画
の
策
定
と
建
設
用
地
買
収
交
渉
と
不
動
産
鑑
定
及
び
用
地
測
量
を
計
画
、
平
成
三

十
一
年
度
は
、
引
き
続
き
用
地
交
渉
と
用
地
買
収
、
基
本
設
計
及
び
地
質
調
査
を
計

画
、
平
成
三
十
二
年
度
は
、
実
施
設
計
及
び
造
成
工
事
を
計
画
、
続
い
て
、
平
成
三

十
三
年
度
か
ら
三
十
五
年
度
に
か
け
て
本
体
建
設
工
事
を
行
い
、
平
成
三
十
六
年
度

当
初
に
新
庁
舎
の
供
用
を
開
始
す
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
が
完
了
し
た
後
に
、
順
次
、

解
体
撤
去
し
て
い
く
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
資
料
二
の
消
防
局
新
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
三
、
平
成
二
十
九
年
度
、
候
補
地
決
定
ま
で
の
検
討
の
流
れ
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
今
年
度
、
候
補
地
を
決
定
す
る
ま
で
に
検
討
す
べ
き
事
項
を
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
し
た
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
ま
で
の
検
討
経
緯
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
八
月
三
十
日
に
行
い
ま
し
た
第
二

回
検
討
委
員
会
で
、
⑤
建
設
エ
リ
ア
の
検
討
ま
で
検
討
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、

①
の
消
防
庁
舎
に
関
す
る
現
状
の
課
題
整
理
か
ら
④
の
敷
地
の
規
模
に
関
す
る
検
討

ま
で
は
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
に
て
取
り
ま

と
め
、
本
基
本
構
想
の
要
件
を
満
た
す
地
域
を
建
設
エ
リ
ア
と
し
て
抽
出
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

今
後
の
検
討
の
流
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
⑥
建
設
エ
リ
ア
に
お
け
る
候
補
地
の
選

定
、
⑦
候
補
地
を
比
較
す
る
た
め
の
項
目
設
定
と
候
補
地
の
比
較
検
討
、
⑧
の
候
補

地
の
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
資
料
三
、
平
成
二
十
九
年
度
、
候
補
地
決
定
ま
で
の
検
討
の
流
れ
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
四
、
現
状
と
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
基
本
構
想
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
庁
舎
に
関
す
る

現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
の
敷
地
及
び
庁
舎
の
課
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
つ
目
に
、
⑴
庁
舎
に
関
す
る
現
状
と
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
庁
舎
に
関
す
る
現

状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
性
の
確
保
な
ど
五
つ
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
つ
目
に
、
⑵
敷
地
に
関
す
る
現
状
と
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
神
明
町
の

敷
地
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
狭
あ
い
な
敷
地
面
積
で
訓
練
施
設
な
ど
必
要
な
区

画
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
四
つ
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

三
つ
目
に
、
⑶
訓
練
に
関
す
る
現
状
と
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
訓
練
施
設

と
訓
練
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
災
害
に
近
い
環
境
で
の
訓
練
の
必
要
性
な
ど
三
つ

課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。 
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以
上
が
資
料
四
、
現
状
と
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
五
、
消
防
活
動
拠
点
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
消
防
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
に
当
た
り
、
基
本
的
な
考
え

方
と
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

消
防
活
動
拠
点
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
つ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
⑴
災
害
活
動
拠
点
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
た
び
災
害
が
発
生
し

ま
す
と
、
消
防
業
務
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
地
点
の
特
定
か
ら
始
ま
り
、
消
防
車

両
の
出
場
、
関
係
機
関
へ
の
支
援
要
請
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
、
災
害
活
動
部
隊
に

対
す
る
後
方
支
援
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
近
隣
市
町
村
か
ら
の
応
援
、
緊
急

消
防
援
助
隊
な
ど
の
機
関
と
連
携
し
た
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
機

能
と
し
て
、
警
防
本
部
、
消
防
車
庫
、
出
場
体
制
、
受
援
体
制
、
消
防
活
動
用
備
蓄

な
ど
の
機
能
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑵
訓
練
活
動
拠
点
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
活
動
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
は
、
消
火
、
救
助
、
救
急
な
ど
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の

実
災
害
に
即
し
た
効
果
的
な
訓
練
を
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
機
能
と
し
て
、
警
防
、
救
助
技
術
訓
練
場
及
び
総
合
訓
練
場
な
ど
の
機
能
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑶
情
報
発
信
拠
点
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
火
災
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
は
、
迅
速
、
的
確
、
効
果
的
に
情
報
を
処
理
し
、
災
害
活
動
に
当
た
る
消
防
隊
、

救
急
隊
な
ど
の
現
場
活
動
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
機
能
と
し

て
、
情
報
収
集
、
発
信
機
能
の
向
上
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑷
住
民
啓
発
拠
点
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
が
み
ず
か
ら
命
を

守
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
に
備
え
、
消
火
、
救
助
、
応
急
手
当
な
ど
の
防
災
知

識
や
非
常
時
の
行
動
を
習
得
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
機

能
と
い
た
し
ま
し
て
、
住
民
な
ど
が
研
修
の
で
き
る
講
堂
、
体
験
型
訓
練
施
設
、
知

識
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
機
能
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
資
料
五
、
消
防
活
動
拠
点
施
設
の
基
本
的
な
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
六
、
建
設
エ
リ
ア
の
検
討
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
移
転
先
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
移
転
エ
リ
ア
の
抽
出
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
建
設
候
補
エ
リ
ア
の
抽
出
。 

 
 
 
 
 
 

⑴
建
設
候
補
エ
リ
ア
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

建
設
候
補
地
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
、
具
体
的
な

候
補
地
の
選
定
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
北
消
防
署
管
轄
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
新
庁
舎

建
設
に
適
し
た
地
域
を
建
設
候
補
エ
リ
ア
と
し
て
複
数
抽
出
し
、
消
防
庁
舎
の
敷
地

と
し
て
の
適
性
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

比
較
検
討
を
行
っ
た
中
で
、
よ
り
適
し
た
エ
リ
ア
を
建
設
エ
リ
ア
と
し
て
確
定
し
、

そ
の
エ
リ
ア
中
か
ら
今
後
、
具
体
的
な
候
補
地
の
選
定
を
行
お
う
と
す
る
考
え
方
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑵
建
設
候
補
エ
リ
ア
抽
出
の
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

建
設
候
補
エ
リ
ア
の
抽
出
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移
転
し

て
も
川
越
北
消
防
署
管
内
の
消
防
力
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
基
本
構
想
に
お
け
る
建
設
場
所
の
考
え
方
で
あ
る
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
及
び
川
越
市
北
部
地
域
へ
の
消
防
力
を
維
持
し
つ
つ
川
越
市
東
部
地
域
を
包
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括
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
場
所
を
基
本
と
し
て
、
消
防
庁
舎
と
し
て
の
特
性
や
用
地
確

保
の
観
点
か
ら
、
十
分
な
敷
地
面
積
を
確
保
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
こ
と
、
現
在
の

消
防
庁
舎
の
位
置
か
ら
離
れ
過
ぎ
な
い
こ
と
、
幹
線
道
路
の
沿
線
付
近
で
あ
る
こ
と

の
条
件
を
満
た
す
地
域
を
抽
出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
⑶
建
設
候
補
エ
リ
ア
の
抽
出
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

⑵
の
条
件
と
し
て
、
現
在
、
川
越
北
消
防
署
管
轄
エ
リ
ア
内
を
通
過
す
る
幹
線
道

路
に
つ
き
ま
し
て
は
八
つ
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
う
ち
、
⑵
で
設
定
し
た
条
件
と
し
て
、
十
分
な
敷
地
面
積
を
確
保
し
や
す
い

地
域
で
あ
る
こ
と
、
現
在
の
消
防
庁
舎
の
位
置
か
ら
離
れ
過
ぎ
な
い
こ
と
を
条
件
と

い
た
し
ま
す
と
、
最
終
的
に
条
件
を
満
た
す
の
は
、
①
川
越
志
木
線
、
い
わ
ゆ
る
国

道
二
五
四
号
と
⑧
川
越
北
環
状
線
の
二
つ
の
エ
リ
ア
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
、
建
設
エ
リ
ア
の
比
較
、
⑴
評
価
項
目
の
設
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

抽
出
し
た
二
つ
の
建
設
候
補
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
消
防
庁
舎
と
し
て
の
適
性
か
ら
、

活
動
性
に
つ
い
て
は
五
項
目
、
災
害
へ
の
耐
性
に
つ
い
て
は
二
項
目
、
周
辺
環
境
に

つ
い
て
は
二
項
目
、
利
便
性
に
つ
い
て
は
一
項
目
の
評
価
項
目
を
設
定
し
、
評
価
を

行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

⑵
比
較
結
果
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
道
二
五
四
号
の
評
価
が
高
い
こ
と
か
ら
国

道
二
五
四
号
エ
リ
ア
を
建
設
エ
リ
ア
と
す
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
今
後
、
本
エ
リ
ア
内
を
建
設
エ
リ
ア
と
し
て
候
補
地
の
選
定
を
行
う
こ
と

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
資
料
六
、
建
設
エ
リ
ア
の
検
討
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

添
付
資
料
と
い
た
し
ま
し
て
、
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
に
お
け
る
検
討
の
概
要
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
資
料
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
開
催
さ
れ
た
検
討
委
員
会
の
会
議
の
内
容
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資
料
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

事
務
局
か
ら
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
の
と
お
り
、
と
り
わ
け
こ
の
短
い
期
間
と
長
い
期
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
現
在
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
今
年
度
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
仕
事
の
部
分
も
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
細
か
く
検
討

が
さ
れ
て
い
る
中
身
を
今
報
告
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
あ
た
り
の
状
況
の
理
解
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
が
本
日
の
会
議
の
主
た
る
目

的
と
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
、
事
務
局
か
ら
御
説
明
の
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
、

不
明
の
点
、
さ
ら
に
深
め
た
い
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
皆
さ
ん
か
ら
御
意
見
を
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
、
御
意
見
や
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。 

 
 
 
 
 
 

吉
野
委
員
。 

吉
野
郁
惠
委
員 

御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
の
と
こ
ろ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
建
設
工
事
の
前
に
半

年
間
空
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
空
欄
は
ど
う
い
う
内
容
で
し
ょ
う
か
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

平
成
三
十
三
年
度
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
事
務
局
、
説
明
は
可

能
で
す
か
。 

総
務
課
長 

こ
の
説
明
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
体
工
事
に
入
る
前
の
地
盤
の
安
定
化
を
図
る
た

め
の
偏
圧
構
造
の
地
盤
固
め
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
野
郁
惠
委
員 

そ
う
し
ま
す
と
、
建
設
工
事
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

総
務
課
長 
工
事
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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吉
野
郁
惠
委
員 

私
は
素
人
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
調
整
を
す
る
期
間
な
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
ま
す
と
、
工
事
の
地
盤
改
良
と
か
地
質
調
査
と
か
、
い
ろ
い

ろ
す
る
期
間
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

総
務
課
長 

調
整
を
含
め
た
地
盤
が
固
ま
る
の
を
置
い
て
お
く
期
間
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
し
て

お
り
ま
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
野
郁
惠
委
員 

地
盤
を
固
め
る
と
い
う
期
間
で
半
年
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

明
ヶ
戸
委
員
。 

明
ヶ
戸
亮
太
委
員 

御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
六
の
抽
出
条
件
の
と
こ
ろ
で
一
点
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
、
条
件
の
中
に

一
つ
、
位
置
か
ら
離
れ
過
ぎ
な
い
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
位
置
と
い
う
の
は
、
こ

の
理
由
に
も
あ
り
ま
す
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
周
辺
市
街
地
へ
の
位
置
を
指
し

て
い
る
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
位
置
の
算
出
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
な
と
。
例
え
ば
距
離
で
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
実
際
に
車
を
出
し
て
み
て

移
動
す
る
の
に
か
か
る
時
間
な
ど
を
見
た
上
で
、
離
れ
過
ぎ
て
い
な
い
と
考
え
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
算
出
方
法
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

総
務
課
長 

直
線
距
離
と
、
そ
れ
か
ら
か
か
る
時
間
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
た
も

の
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

明
ヶ
戸
亮
太
委
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

時
間
を
調
べ
る
と
き
に
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
大
き
く
差
異
が
生
じ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
と
昼
の
時
間
と
、
ま
た
夕
方
の
帰
宅

ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
見
て
み
る
と
、
か
な
り
時
間
が
変
動
す
る
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、

も
し
そ
の
あ
た
り
を
今
後
、
算
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
時
間
帯
で
ぜ
ひ
算
出

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

一
点
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

小
ノ
澤
委
員
。 

小
ノ
澤
哲
也
委
員 

前
回
の
委
員
会
の
と
き
に
基
本
構
想
策
定
の
関
係
で
、
今
策
定
中
の
も
の
、

こ
の
委
員
会
の
と
こ
ろ
で
提
示
と
い
う
の
は
可
能
な
ん
で
し
ょ
う
か
と
い
う
話
の
中

で
、
次
回
の
会
議
の
中
で
も
ち
ょ
っ
と
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
み
た
い
な
話
が
た

し
か
あ
っ
た
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
間
も
な
く
、
こ
の
期
間
で
い
う
と
策
定
期
間

が
終
わ
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
現
実
的
に
は
策
定
が
終
わ
っ
た
後
で
な
い
と
出

て
こ
な
い
と
い
う
認
識
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

状
況
に
つ
い
て
御
説
明
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

総
務
課
長 

今
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
委
員
会
で
の
決
定
を
経
た
後
に
提

示
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
等
で
の
指
摘
事
項
も
多
々
あ
る
と
い
う
よ
う
に
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
御
答
弁
の
と
お
り
の
理
解
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
な
と
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
ほ
か
に
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
の
と
こ
ろ
で
は
、
事
務
局
か
ら
さ
ま
ざ
ま
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
や
り
と
り
等
は
問
題
な
く
行
え
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
点
、
皆
さ
ん
に
少
し
お
伺
い
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
、
委
員

会
の
審
査
に
当
た
っ
て
、
な
か
な
か
事
務
局
だ
け
で
は
答
弁
が
難
し
い
よ
う
な
、
委

員
会
で
の
詳
細
に
わ
た
る
議
論
が
あ
る
際
、
そ
う
い
う
点
の
議
論
を
す
る
際
に
は
、

参
考
人
と
し
て
市
や
町
の
職
員
を
こ
の
特
別
委
員
会
に
招
致
を
し
て
、
同
席
を
い
た

だ
き
な
が
ら
議
論
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
現

時
点
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
べ
き
か
ど
う
か
、
皆
さ
ん
の
御
意



三
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見
を
少
し
お
伺
い
を
し
て
お
き
た
い
な
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う

で
し
ょ
う
か
、
何
か
御
意
見
が
あ
れ
ば
。 

 
 
 
 
 
 

呼
ぶ
に
当
た
っ
て
手
続
上
の
問
題
等
も
あ
る
の
で
、
例
え
ば
、
資
料
等
を
皆
さ
ん

に
お
配
り
し
た
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
少
し
踏
み
込
ん
だ
質
疑
等
を
す
る
よ
う
な
こ

と
が
目
さ
れ
れ
ば
、
会
議
前
に
事
前
に
準
備
を
し
て
参
考
人
を
同
席
す
る
な
ど
の
対

応
も
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
ん
で
す
が
、
一
度
会
議
を
開
い
て
参
考
人

を
呼
ぶ
こ
と
を
決
め
て
同
席
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
少
し
手
続
上
の
問

題
が
生
じ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
会
議
を
開
く
前
に
皆
さ
ん
に
少
し
調
整
を
し

た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
参
考
人
を
、
市
町
の
職
員
を
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
特

別
委
員
会
に
臨
む
と
い
う
よ
う
な
手
続
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
形
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
柔
軟
に
対
応
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
の
職
員
を
参
考
人
と
し
て

同
席
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
手
だ
て
を
、
必
要
な
場
合
に
は
と
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
会
議
前
に
皆
さ
ん
に
御
案
内
を
し
て
同
席
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
、
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
川
越
地
区
消
防
組
合
新
消
防
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て
を

終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

休
憩
中
に
御
協
議
い
た
だ
き
ま
し
た
と
お
り
次
回
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
は
、
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
こ
の
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
こ
と
で
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
散 

 

会 
 

午
後
三
時
二
分 

  


